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関 係 法 令
（基費者）
政 令
学校教 育法施 行令の一部を改正す る政令 （158) 6 ・ 1
文部省組織令の一部を改正す る政令 （159) 。
報 第1 27・128号
，恩給法の一部を改正 す る法律附則 第2 4条 第 7 項に
規定 す る地域を定める政令（166) 6 ・2
思給給与規則の一部を改 正す る政令 （ 167) グ
予算決算及び 会計令等の一部を改正す る政令のー
部を改正す る政令 （220) 7・13
条 約
教 育的・科学的及び文化的資材の輸入に関 す る協定（9)
6・17
府 令
思給法等の一部を改正 す る法律の施 行に伴う恩給年額の
改定及び請求手続に関す る総理府令 （総理20) 6・ 2
省 A 守3
学校教育法施行規則の一部を改正す る省令







職員の災害補償の一部を改正 す る規則 （人事 院
16-0) 7 ・ 1
俸給の特別 調整額の一部を改正す る規則 （同9
-17) 7・22
特殊勤務手当の一部を改正 す る規則 （同9- 30)
// 





富 山大学長 後 藤 秀 弘
富 山大学学則の一部を改正す る学則
富 山大学学則（昭和 25年1月20日制定） の一部を次のよ
うに改正す る。




別表 第 3を次のとおり改 める。
昭和45年6 月・ 7月 学
三三空＿I一一三－－�一三�－竺国竺豆
！ 文 学 科 I 60名 I 240名文理学部 ！ 一一一 ← ー一 一一一 一 一一一｜ ト一一一一
i 理 学 科 I 125名I soo名
小学校 教 員 養 成 課 程I 100名I 400名
教育学部！ 中学校 教 員 養 成 課 程 ｜ 50名 I 200名
i i養護学校教員養成 課程 1 20名 ｜ 80名
竺出土竺一 学 科 ｜一旦主｜ 吋
l 薬 学 科 I so名 I 200名薬 学 部｜ ｜一一一一｜
｜製 薬 化 学 科 I so名I 200名
電 気 工 学 科 I 50名I 200名
工 業 化 学 科 I 40名I 160名
金 属 工 学 科 I 40名I 110名
工学 部 ｜ 機 械 工 学 科 I so名· 1 210名
生産 機 械工 学 科 I 40名I 110名
化 学 工 学 科 I 40名I 160名
電 子 工 学 科 I 40名I 120名
合 計 I 915名 13.6 50名
附 則
この学則は，昭和 45年6月 5臼から施 行し，昭和 45年4





昭和 45年6 月5 日
富山 大学長 後 藤 秀 弘
富山 大学薬学部附属和漢薬研究 施設規
則の一部を改正する規則





この規則は．昭和 45年6 月5日から施 行し，昭和 41年4






昭和 何年7 月1 日







｜ 工 事，製 造 ｜ 物品供給，その他
1. 予定価格30.万円I 1.予定価格30万円
未満のものについ ｜ 未満のものについ
て は2 名以上のも｜ て は2名以上のも
の。 ｜ の。ただし 3 万
2.予定価格 が30万｜ 円未満のものにつ
1.見積書 ｜ 円以上 150 万円未 ｜ いて 市場価格 また
満のものについて｜ は通常販売価格 よ
は3 名以上のもの｜ りも低廉で 購入し
と見積一覧表， ｜ 得ることが明確で
（様式第10号） ｜ ある場合はこの限
3. 競争に付して も｜ りで ない 。
入札者がないときI 2. 予定価格30万円
または再度の入札｜ 以上 100 万円未満











2.入札書 ｜ 札一覧表。 （様式｜ 合と同じ。
第1 1号）
3.予定価I 1.予定価格 30万円I 1.予定価格30万円
格 調書 ｜ 以上のものについ｜ 以上のものについ
（内訳書｜ て 必要。 ｜ て 必要。
含む）
4.請負費I 1 • 30万円以上の請
内訳書 ｜ 負について 必要。
（工程表I 2 . 製造請負の場合
含む） ｜ 工 程表は必要ない 。
5 仕様書 I 1 峰。 I i.必要。ただし簡
図面 ， カ｜ ｜ 易なもので 規格容
タログ等i i 量等が明確である
I ! ものは必要ない 。
6.契約書I 1. 契約書を作 成ナ I 1.契約書を作 成す案 ｜ る場合は必要。 ｜ る場合は必要。
- 2ー
昭和45年7月・8月
I i 1 · 契約金額30万円 （
I I 以上のも… i｜ ては必要。ただし1 7 請書案 l ����f'pJJJ(;-j- .Q 
（様式第 場合は除 く。
18号） 2 .契約金額30万円
I I 未満のもので 紛争
｜ の 生じやすい 恐れ；
i : のある場合は必要。 1
I i 1.予定価格 150 万l
I I 円…随！｜ 意契約しようとすt｜ る場合または予定
｜ 価格 300 万円以上





































I l る掛町を証｜ 明するに足る証明
附 則
i I 警および売買実例






この要項は，昭和 45年7月 1 日 から施 行し，昭和45年5
月 1 日 から適用する。
富山大 学工 学部規則の一部改正
富 山 大学 工学部規則の一部を改正する規則を次のとおり
制定する。
昭和何年7月3 日
富 山 大学長 後 藤 秀 弘
報 第127・12 8号
富山大学 工学部規則の一部を改正する規則
富山大学 工学部規 則（ 昭和25年12月15日 制定）の一部を
次のように改正する。
別表（1）の機械工学科の表の専攻科目 中
「1 I I 「 ｜ 応用 数学 第 十41応用 数学 ＇6 I を ｜ に改める。
！ l」 ！応用数学 第2 2 
附 則
この規則は，昭和45年7月3 日 から施 行し，昭和45年1
月 1 日 から適用する。




富 山 大学長 後 藤 秀 弘
富 山 大学 大学 院学則の一部を改正する学則
富山大学 大学 院学則（昭和42年5 月19 日 制定）の一部を
次のように改正する。




第6条 各研究科専攻別 学 生定員は，次のとおりとする。
1－�Eヱ－竺 ！入学問亙］
薬学研究科 ｜ 薬 学 専 攻 I 1 4名 ｜ 3 4名｜製薬 化 学 専攻 I 12 名 ｜ 12 名
電気工 学 専攻I 10 名 ｜ 20 名
工 業 化 学 専攻｜ 8名｜ 16名
工学研究科 ｜ 金 属工学 専攻 ｜ 8名 ｜ 16名｜機 械 工 学 専攻
！
10 名1 20 名｜ 生関工学門 路 ｜ 16名
化学 工 学 専攻 1 8名 i 16名
L一合 _ _!!: I 1s名 I ＿��名 ｜
附 則
この学則は，昭和 45年7月17日 から範行し，昭和45年 4
月 1 日 から適用する。




昭和 45年 7月17日 富 山 大学長 後 藤 秀 弘
富 山 大学 大学 院薬学研究科規則の一部を
改正する規則







専攻課程 （ 授 業 科 目 ！i位｜ 備 考
！ 薬化 学 特 論 I 2 lo印は必修i 薬品 分析化 学特論 ！ 2 I 講義は指導！ 生 薬 学 特 論 I i 2 I 教 官の指導i 生 薬 学 特 論 Il I 2 I 
I I l vc ��4科衛生化 学 特 論I ! 2 I ｜ ｜ 回以上にわ衛 生化 学 特 論Il I 2 I ！ ｜たり8単位
薬 学 専 攻 ｜ 薬 剤 学 特 論 I 2 I 以上。薬品 生 物化学特論I I 2 I ｜ ｜ 実験および薬品生物化学特論］［ ! 2 I 演習は薬学｜ 薬 品 作用 学特論I I 2 I ｜ ｜ ｜特別実験18｜ 薬品作用 学特論E I 2 I ｜ ｜ ｜単位以上おi o薬 学 特別 実 験 1 18 1I 1 よび演習40薬 学 演 習I 4 I ｜ ｜単位以上を（ 組物問吋 2 1 臨 し あ
薬品 合成化 学特論 I 2 I わ せて30単
薬剤製 造 学 特 論 I 2 I 位以上を修
製薬化学専攻 ｜ 生 物薬品製造学特論 I 2 I 得しなけれ
薬品製造工 学特論I 2 Iばならない 。
薬品製造 化 学特論I 2 
0薬 学 特 別 実 験I 18 
0薬 学 演 習I 4 
附 則
この規則は，昭和45年7 月17 日から施行し ，昭和45年4






富山大学長 後 藤 秀 弘
富山大学大学院工学研究科規則の一部
を改正す る規則
富山大学大学院 工学研究科規則 （昭和42年5 月19日 制
定）の一部を次のように改正す る。
別表 中，機械工学専攻のうち
「 「｜ 課題研究 第一1 4 I を ｜ 課題研究 第一I 6 I 課題研究 第二I s ｜ 課題研究 第二 I10 I 」 」
附 則
に改める。
この規則は，昭和45 年 7月 1 7日から施行し ，昭和45 年4
月 1 日から適用す る。
富山大 学大学院薬 学研究科委員会規則
の一部改正










(2） 研究科の担 当教 授
附 則















富 山 大 学 学位規則の一部 改 正
富山大学学位規則の一部を改正す る規則を次のように制
定す る。






第1条 中「 第18条 第3 項」を「 第19条 第2項」に改める。
附 則
この規則は ，昭和45年7 月17日から施行し ，昭和43年4

















平 日 本館 午前8 時30分から午後8 時まで
薬学専門図書室 および工学部分館
午前8 時30分から牛後 5 時まで
土曜日 全館 午 前 8 時30分から牛後3 時30分まで
(2） 休館日
日曜日および国民の祝日
本学創立記念日 （ 5 月31日〉
年末年始 （ 12月28日から1 月 4日まで ）
前 則
この規則は，昭和 45年7月17日から施行す る。
2 富山大学附属図書館本館時間外閲覧に関す る内規 （ 昭





























(4) 昭和 46年度概算要求 （ 案）について
(5) 昭和 45年度教 養部授業日程について
(6）科学研究 費の申 請順位を決定す る 委 員会の設置につ
い て
（報告事項）
(1) 国大協へ回答す る学寮問題に関す る泊、見調整につい
て
(2) 国 大協総会ならびに国立大学長会議につい て
第1回大学院委員会(7月6日）
（審議事項〉
(1) 富山大学大学院学則の一部を改正す る学則 （ 案）に
つい て







す る規則 （ 案）について
(6) 富山大学大学院薬学研究科委員会規則の一部を改正
す る規則 （ 案）につい て










(1) 富山大学附属図書 館閲覧規則の一部を改正す る規則
の制定について














昭和 45年6月 ・ 7 月
いて
品A-T- 報 第1 27 ・1 28号
(9) 宮山大学受託 研究員規則の制定について
(3) 富山大学大学院 ヱ学研究科 推せん 入学について
大学問題対策本部会議(7月24日〉













(1) 昭和 45年度特別 昇給定数（事務系 ）について
(2) 富山大学受託 研究取扱規則の制定について
現 P局�’ 職｜氏
山 根 重 孝
高 田 喜美子
（教文 理 学 授部） 高 瀬 重 雄
イア 西 山 勤 二。
（文経理
部部事主務計 官課〉 正 山 昇

















氷 見 嘉 康
。 丘 山 昇（経理 部 経 理課）
// 本 沢 健 二（教 育 学 部）












〉 林 勝 次
教 授 大 場 友 次グ ）。 高 野 兼 吉
講 師 新 福 祐 子




異 動 内 廿� 
































経理課用 度 係 物品管理 主任を命ずる
学務 係学 生 主任を命ずる
// 




助教授（ 。 // 
経理部主 計 課 に配置換 す る
｜ 発令年月日 ｜ 発 令 者
// // 
// イ7
45. 6. 20 文 部 大 臣
。 勿








45. 7. 7 文 部 大 臣





� 7- 内 諸
文理 学部長の改選
報
5 月 13日に開催 した教授会における西山文理学部長の 辞
任申 し出に 伴う文理学部長候補者選挙は ，6月3 日文理学
部会議室で行なわれ， 選挙の 結果， 高瀬重雄教授が選ばれ，
6月20日付け で文理学部長に就 任した。 高瀬学部長は ，昭
和7 年3月 京都帝国大学文学部史学科卒業後 ，引き続き同
大学大学院に 5 カ年在学した。 その後 ，大 阪商科大学講師
立命館大学法 文学部教授，高岡工業専門学校教授などの職





は，昭和32年9月から 38年8月まで 連続 3 期および昭和40






講座開設を計画し， 他学部教 官の協力を得て ，文部省へ実
施 計画案を提出，その 委嘱に基づき聴講希望者を 募集した
結果. 4 1名の聴講申込み者があ り， 7月10日から 下記日程
によ り開講した。
聴講者には女性が約半数を占め ，ノ｝トをとり ながら 熱
心に聴講す る婆が印象的で あ った。
記
講座の名称 ドイツ事情およびヨ』ロッパ事情
開設 期 間 昭和45年7月10日～ 7月30日
開 講日 程 土曜日，日曜日を除 く毎夕午後6 時～8 時
募集 人 員 約60名
会 場 富 山大学文理学部425 番教 室
受 講 料 750円
月 日 ｜ 曜 ｜ 題 名 ｜ 講 師
7 .  10 I ：金 I I ｜ ｜ ドイツの新聞と ｜富 山大学文理学部非13 I 月 ｜ 女性問題について ｜ 常勤講師
14 I 火 ｜ ｜ 菊江・ ウィルヘルム
｜ ｜ ｜富 山大学文理学部教1 5  I 水｜ ドイツ文化の特色｜ 授
｜ ｜ ｜ 岡崎初雄
｜ ｜ イ ギリスから見た ｜ 富 山大学経済学部助16 I 木 ｜ ドイツ ｜ 教 授｜ ｜ ｜ 新田隆信
17 I ：金｜ドイツの教 育 ｜ 一一一ードー ｜ ｜富 山大学教 育学部助
20  I 月 ｜ ドイツの宗教 ｜ 教授L」 ｜ 大塚恵一
21 I火｜ ドイツの風俗 ｜ 









I i • ツの 青少年 ｜ 富 山主業高 等専門学24 I ：金 I "2 ＂＂＂ 」吋，，.. .，..－.， ）.ザ｜ ；校講師｜ ｜ ρ 小 〆町」 .／ v 」 ｜ 中川英世
27 I 月 ｜ ドイツの学問的 ｜ 霊 山大学文理学部教
！ i 風土につ 、て I J.x 28 i 火｜ ｜ 西山勤二
29 I 水 ｜ ド イ ツ文化の特色 ｜ 霊山大学文理学部教30 ！ 木｜ ｜ 江｜ ｜ 岡崎初相
学 位 取 得 者
取 得 者 薬学部 講師 山口紀晃
取得学位 薬学博士
取得年月日 昭和45 , 3, 2 3  
学位論文 水晶体カプセルの 膜透過と 膜電位に関す る物
理化学 的研究
取 得 者 文理学部 教授 田 中専一郎
取得学位 理学博士
取得年月日 昭和45 , 4, 10 
学位論文 ある非線型差分方程 式に関す る関数差分方程
式の漸近解について
取 得 者 工学部 助教授 多々静夫
取得学位 工学博士
取得年月日 昭和45 , 5 ,  27 
学位論文 快削性黄銅の被削性に関す る金属学 的研究
取 得 者 教育学部 助教授 新福祐子
取 得学位 医学博士
取得年月日 昭和45 , 6, 9 
学位論文 死亡届からみた滋賀県民の保健衛 生学 的研究












同 一 ｜ 助教授 ｜ 外 国 出張 l f -1' '.1)1糊和品鰯事実一 I ：： ： � ： �� I�空軍司｜
延彦 ｜ 薬 学 部 l 助搬 ｜ 外 国出張 ｜ ア メリカ合衆国 ｜ 癌糊の核蛋白質の研究 I :: : �：�� I !5�胃l
- 7ー
昭和45年6月 ・7月
I I I 
品凶ザー




フランス政府主催 のフヲ ｜ i 
ンス語研修講 座受講なら i 45. 7. 6 I 
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文部省会計実地監査








査の 重，�＇事項は 1 ， 会計経理に関す る法令等の適用に関
す る事項 2 ， 予算決算に関す る事項 3，収入支出に関
す る事項 4，債権に関す る事項 5， 物品に関す る事項
6，固有財産に関す る事項 7 ， 委任経理に関 す る 事 項





第125 ・126号 ....,, 守ー
された事項もなく良好な成績で あった。 なお監査日 程およ
び監査官 ならびに提出調書は次のとおりで ある。
監査年月日 昭和45年6月22日 ～6月 24日
監 査官 経理班 文部事務官 柳 栄建
用 度班 � 森川辰男
総務班 。 斉藤 進














� 外部 団体等に関す る調書
昭和45年6月 1日現在会計事務分掌 表
事務系初任者研修

















6月 4 日 （木）
特別 講義「人間関係の心理」 （泉助教授）， 電話のかけ
かた （富 山電報電話局 第2 営業課境公報係長）， 午後レク
リエージョン （見学， 広貫堂， 富 山工業高等専門学 校， 北
陸銀行）
6月5 日 （金）













務について （永田附属図書館事務長〉 ， 閉講式
（研修生）
庶 務 課 五百崎喜明
施 設 課 吉野 義光
教育学部 北林 恒好
薬 学 部 藤野 広春
工 学 部 地崎 昇， 柴田 利治






6月， 安保自動延長の月 を迎えて， 学生の政治集会は活
発とな った。 各学部自治会は， 安保反対， 6月闘争勝利を
スローガンに， 相ついで 学生大会を開催 し， 工学部は 6月
10日 ， 教養部は 6月13日 ， 薬学部は 6月17日， それぞれ 6
月23日まで の期限付きストに入り， 無 期限スト中の経済学
部， 文 理学部理学科に歩調を揃えた。 文 理学部文学科は，




たまたま， 6月 17日反安保全学総決起集会があり， 学内
デモから正門前国道で ジグザグデモを行なった折， 5 月27
日の暴行事件で、手配中の一学生が逮捕されたことから， 学
生は正門前五福派出所に抗議し， 釈放を要求して騒然とな
り， 機動隊が規制して， 学内におしもどしたため ， 学生ら
は正門をバリケード封鎖し， 派出所に対し， 学内から投石
を行ない， 派出所や民家の窓ガラスを破壊し， 警察官， 市
民を負傷させる事件が起った。 そ の後， 過激学生は正門の
み ならず 各門もバリケード封鎖し， 抗議集会を聞いたため
不穏な空気が続いた。
このような状態から， 学長は， 学内の平静と秩序を保つ
ため に， 正門などのパリケ｛ド撤去を決意した。 翌18日，
学長の命令により， 機動陵支援のもとに， 教 職員の 手によ






6月23， 反安保全学総決起集会は，午後 1 時すぎから集






をとりもどし授業も再開されたが， なお， 文理 学 部理 学









事件として， 富山地裁で審理中の訴訟は， 6月6 日判決が
行なわれ，原 告（学生）の請求はすべて却下された。原 告









































大学の改革は一夜にして成るはずはなく， 多 く の資料に
基づく思慮深い検討と， これまでにも指摘されたいくつか
の問題点への反省を通して全学の学園正常化に問う努力の
中から， 長期にわたって細心に計画されなけ ればな らな
い。政治的闘争を背景とする罵声や怒号の中から大学改革
へ通ずる道はない。




富山大学長 後 藤 秀 弘
文部省共済組合北陸地区体育大会
昭和45年度文部省共済組合共同事業北陸地区体育大会〔






野球 優勝 福井大学 次勝 金沢大学
富山大学は準決勝戦で福井大学に惜敗
庭球 優勝 金沢大学 次勝 福井大学
富山大学は4位
卓球 優勝 福井大学 次勝 富山大学
排球 優勝 金沢大学 次勝 富山大学
学 内 釣大会・排球大 会の 開催
釣 大 会
日時 7月5 日（日〉午前5 時～11時
場所 新湊市新湊漁港沖
入賞 一位 福山 浩（施設）二位 富田龍二 （施設）







日 時 7月11日 （土〉午後O 時30分～
場所 新体育館
入賞 優勝 文理 ・教養チ戸ム
,l1.l. 守・










た。 享年 54 才， 富 山市出身






















王 要 日 誌
本
6月
1 ～ 9日 事務系 初任者研修会
3 日 東海北陸地区国立大学長会議 （於三重大学）
4 日 補導協議員と学寮補導委員との合同会議
報 第127・128号
5 日 第7回評議会 11日 第1回事務協議会
補導協議員と学寮補導委員との合同会議
12日 レクリェーション委員会
18日 認定講習 委員会 20日 施 設整備委員会
22～24日 文部省会計実地監査
25日 授業料減免選考委員会 補導協議会











17日 第2 回大学 院委員会 第9回評議会
大学問題対策本部会議




｜ 文 理 学 部 ｜
6月3 日 教授会， 次期文理学部長候補者選挙
5日 理学科教官会議 8 日 教授会
1 0日 学部対策委員会の学生 委員会





7月 1 日 教授会 人事教授会 学部職業補導委員会
3日 理学科学生大会 （スト解除 決議）
4 日 立 山研究室 運営委員会
13日 文 学科授業終了 （12週〉
15日 教授会 立 山研究室 開設
18日 理学科授業終了 （3 年次 1 週 4 年次3 週）
22日 哲学選考 委員会
25日 文理学部同窓会理事会
｜ 教 育 学 部 ｜
6月
2 ～3 日 日本教育大学協会北陸地区第 2 部会家庭科研究
協議会
3 日 教務 委員会 教授会 人事教授会
4 日 教育実習委員会




10日 学部図書委員会 教授会 附属 中学校遠足
10～11日 日本教育大学協会 第 2部会評議員会




24日 学部図書委員会 教務 委員会 人事教授会
25日 呉山会理事会
7月 1 日 教授会 教務委員会
5日 人事教授会 7 日 補導委員会
15日 養護学校教 員養成 課程検討委員会
16日 予算 委員会 18日 附属幼稚園終了式
22日 教授会 教務 委員会 学部図書委員会
22～23日 附属 中学校林間学校
23日 人事教授会 附属小学校終了式
24日 養護学校教 員養成 課程検討委員会




6月 1日 経 済学部長候 補者選挙 第6回数授会 第6 回
教務 委員会 4 日 第7回教授会
10日 経 済学部長候 補者選挙 第 8回教授会
13日 第 9回教授会 経 済学部長候 補者選挙
15日 第 7回教務委員会 22日 第 8回教務 委員会
7月 1 日 第10回教授会 第9回教務 委員会 学生大会
4 日 第1 1回教授会 6 日 第 12回教 授会
第10回教務 委員会 7日 第 13回教授会
8日 学部集会 （団交）
15日 第 14回教授会 第 11回教務委員会
21日 第15回教授会 24日 第16回教授会
27日 学生大会 （無期限ストライキ解除決議）第17回
教授会 第 12回教務 委員会
29日 第 1回人事教授会 授業再開
薬 学 部｜
6月 1 日 新学期開始
2 日 和漢薬研究施 設運営委員会
3 日 教授会 9日 補導委員会 10日 教授会
13日 共同利用研究施 設管理委員会
15日 教授会 1 7日 教授会
24日 教授会 文部省会計実地監査
7月 1日 教授会 薬学研究科委員会
7日 和漢薬研究施 設運営委員会
8日 教 授会 薬学研究科委員会
9日 図書委員会 10日 レクリェーション 委員会




｜ 工 学 部｜
6月 1 日 学部学生（補導 〉委員会
3日 一 般教授会 専任教授会
4 日 工場運営に関す る準備委員会
6 日 学部学生（ 補導）委員会
8日 一般教授会
第127・128号
10日 一般教授会 学部学生〈補導）委員会と教務 委




24日 文部省会計実地監査 30日 日本脳炎予防接種
7月7 日 日 本脳炎予防接種 （ 第 2回 目）
8日 学部 学生（ 補導）委員会 一般教授会
15日 専任教授会 研究科委員会
28日 学部レクリェーション委員会
｜ 教 養 部｜
6月 3日 教授会
10日 教授会 教授のみの教授会
13～23日 学生ストライキ 17日 教 授会
24日 教授のみの教授会 7月 8日 教授会
15日 定期健康診断 教授のみの教授会




27日 2年生2 期試験開始 29日 教授会
｜附属図書館｜
6月 2 日 事務 打合会
3日 図書館職員研修
4 ～6 日 国立大学図書館協会理事会
10日 図書館職員研修 16日 事務 打合会
17日 図書館職員研修
24日 文部省会計実地監査 29日 図書館商議会
7月4 日 火災報知機点検
5 日 那智平八郎前事務長逝去
6 日 リフト点検 7日 事務 打合会
13日 レファレンスルーム小 委員会
21日 事務 打合会 24日 図書館商議会
｜経営短期大学部｜
6月22日 文部省会計実地監査
30日 第 10 回国立短期大学協議会総会 （ 於国立共済会館）
7月9日 第6 回教授会
11日 球技大会 （短大学生）
20日 第7回教授会
22日 夏季休業
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